
福島地域まちづくり計画
福島地域まちづくり運営協議会（令和7年6月29日設立）

既存の取組 みんなの意見・アイデア

事

業

経

営

・公共交通が不便

・みんなが簡単に移動できる地域づくり

・自立したイベント運営、意識改革

・町外との交流

・不満は多いが解決に動けていない

・土谷棚田や蛙鼻公園（イロハ島の景色と公園内

の花や果物）など自然景観の活用

・イベント宣伝の方法（ＰＲ、食事場所）

・祭り、イベント、観光で経済的に

成り立つ福島

各種団体による祭り、イベント

・桜春まつり

・夏まつり

・つばき祭り

・土谷棚田の火祭り

・福島ふるさと祭り

・福島オルレ

・わいわいフェスタ　など

・拠点確保（子ども（だれでも）カフェ）

・駄菓子屋、マルシェ（ものづくり）

・芸術家、カメラマンの編集拠点

・地区集会所を活用した住民の居場所づくり

・ライドシェア、コミュニティバス等の検討

・タクシー等の移動（理容、病院、買い物）を共有

・有志によるNPOの立上げ

・祭り、イベントの連携協力（同時開催など）

・特産品づくり、棚田米ネット販売（祭りのメリット）

・民泊、婚活の場づくり

・定期的なおもてなし研修等の開催

・福島の魅力ＰＲ、住民による情報発信（ＳＮＳ）

子

ど

も

・会議や活動に一般市民の参加が少ない

・地域内の人の繋がり、出会い交流の場がない

・若者がお互いに知らない、居付かない

・独身が多い、おせっかいする人がいなくなった

・仕事で時間がつくれない

・子どもが少ない

・子育てがしやすく、若い世代が定

住したくなる福島

・子どもたちの自由な発想から出て

くる声や希望が叶う福島

・プレーパーク

・三世代ふれあい活動

・ＰＴＡ活動

・コミュニティスクール

・青少年健全育成

・若年層、子育て世代のワークライフバランス確保による地域

活動参画の仕組みづくり

・役割分担の見直しによる現役世代の負担軽減

・自主的な企画提案とボランティア活動の活性化につながるア

イデアの話合い

・小中学校課外活動の受け皿づくり

シ

ニ

ア

・車がないと買い物ができない

・高齢者の暮らしの足が不足（免許返納できな

い）

・人口減少による担い手不足と役員の高齢化

・高齢者、壮年、青年、子ども、男

女が一つになって活動、活躍できる

町づくり

・百歳体操

・配食サービス

・いきいきクラブ

・みちばたカフェ

・交流の場を活用した困りごと解決（ボタン縫い、パソコン作

業など）のお手伝い

・若い人との話合いの場

・世代間、子育て終了世代の交流

・老若男女イベント（演芸、カラオケ大会等）

生

活

環

境

・竹藪、山の木の手入れ（動物被害を減らす）

・旧養源小学校の活用

・昼食がとれる店が少ない

・買い物できる店が少ない（生活用品等）

・従来の枠組みにとらわれない連携協力の仕組み

・伝統文化を守り育て、町民の健康

を維持する福島

・日々の暮らしをみんなで支える福

島

・町民文化祭

・食生活改善運動

・林間学校、お泊り読書会

・奉納相撲大会

・浮立保存

・スポーツ大会

・更生保護

・交通安全運動

・移住者の呼び込み、若者の出店支援

・計画的な植樹、ツバキの実収穫体験

・遊び場整備、昔遊び体験、昔の映像等の上映

・健康的な野菜作り、農漁業産直カフェ

・声かけ、あいさつ、助け合いの精神を広める

・スポーツ行事の参加者増で健康増進
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分

野
今の課題・問題 分野別の将来像

将来像実現のために必要な取組将

来

像


